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サフィリン金雲母岩
Sapphirine phlogopitite

写真 : KPM-NL 33424※

マダガスカル共和国ボヒダバ産

2019年12月 長山武夫 撮影

 やました　 ひろゆき

山下 浩之（学芸員）

※当館電子台帳上の資料番号はゼロを付加した

　 7桁の数字で表記されます

　中央にまとまっている結晶は、サフィリン

という鉱物です。青色のきれいな鉱物で、

色合いがサファイアと似ていることから

この名が付きました。サフィリンは、岩石が

熱や圧力を受けてできる変成作用によっ

て生じる鉱物で、おおよそ700 ℃以上の

高温と4000気圧以上の高圧の地
ち か く し ん ぶ

殻深部

で生成します。

　サフィリンができる高温と高圧の条件

は、プレートの移動によって大陸どうしが

衝突して、大陸の一部がもう片方の大陸

の下に沈み込むような状況で発生します。

現在の地球上でいえば、ヒマラヤ山脈の

地下あたりが該当するかもしれません。

いずれにせよ、サフィリンを含む岩石が見

つかるということは、かつてその場所で

大陸の衝突などのイベントがあった証拠

となります。ではこの写真のサフィリンは

どうやってできたのでしょうか。答えは

次ページをご覧ください。

　なお、写真の左下にある板状の鉱物は

金
き ん う ん も

雲母です。この岩石はサフィリン周辺

以外の大部分が金雲母から構成されて

いるため、岩石名は金雲母岩となります。


